
 

 

 
  
 

 

 

 

 

女性の活躍を推進するための「女ｅｎ会」活動、女性リーダー研修等を実施 

女性社員の意識改革、職域拡大、管理職登用が進む 

 

１ ポジティブ・アクションの取組体制 

 ◇社長の方針により、平成２２年から総務部を中心に検討開始。 

◇平成２５年１月の経営会議で、社長が女性の管理職登用の方針を表明 

 ◇平成２５年１１月、厚生労働省の「女性の活躍推進応援サイト」に登録、取

組内容を公表 

 

２ ポジティブ・アクション取組内容 

◇男女問わず個人重視の採用を行うため、採用担当に男女を任命。自社ＨＰに

活躍する女性を紹介。 

◇面談で異動希望を把握、男女問わず能力に応じたジョブローテーションの機

会が増加。 

◇平成２４年９月、女性の活躍を推進するための「女活」ランチミーティング

活動を発足（平成２５年に「女ｅｎ会（女性の enjoy）」へ変更）。グループ

活動を通してリーダーを育成。 

◇「女ｅｎ会」活動のデイスカッションで集約した提言を管理職及び社長の前

で発表。 

◇平成２５年の経営会議で女性管理職登用の数値目標（平成２７年女性管理職

比率１５％）を表明 

◇女性リーダー研修（グループ企業合同の研修、外部講師による社内研修など）

を実施 

◇平成２２年１１月、イクエン委員会（育児と仕事の両立を応援する委員会）

を設置。社員アンケートの実施、妊娠中・産休前・復帰後のイクエン面談、

情報発信など、継続就労のための取組を実施 

 

３ ポジティブ・アクションの取組の成果 

 ◇男性が多い生産現場に女性が増加 

  ・平成２４年 ２４名（１８．５％） → 平成２６年 ２９名（２０．７％） 

 ◇女性の役職者が増加 

  ・次長１名、課長１名、上級主任３名を新たに登用 

 ◇ミーティングや会議への女性参画が増加し職場全体が活性化 

（注）各年１月１日現在の数値です。 
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